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詳細はコチラ

　「男女共同参画社会」とは、男女が互いに人権を尊重し、「女性」や「男性」というイメージにあてはめ

てしまうことなく、一人ひとりが持っている個性や能力を十分に発揮できる社会のことです。

　男女共同参画社会を実現するために、「男女共同参画社会基本法」では、５つの基本理念を掲げています。
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男女が対等な家族の構成員として、
互いに協力し、社会の支援も受け、
家族としての役割を果たしながら、
仕事や学習、地域活動等ができる
ようにする必要があります。

男女の個人としての尊厳を重んじ、
男女の差別をなくし、男性も女性も
ひとりの人間として能力を発揮でき
る機会を確保する必要があります。

男女共同参画づくりのために、国際社
会と共に歩むことも大切です。他の国
々や国際機関と相互に協力して取り
組む必要があります。

男女が社会の対等なパートナーとし
て、あらゆる分野において方針の決定
に参画できる機会を確保する必要が
あります。

固定的な役割分担意識にとらわれず、
男女が様々な活動ができるように社
会の制度や慣行の在り方を考える必
要があります。

男女の人権の
尊重

社会における制度
又は

慣行についての配慮

家庭生活における
活動と他の活動の

両立

国際的協調

政策等の立案及び
決定への共同参画

　にかほ市ではまちづくりの基本理念にあ

る

を実現するために、

性別に関わりなく自らの意思で人生を選択

し、個性と能力を十分に発揮でき、喜びも

責任も分かち合える男女共同参画社会づく

りを推進します。

　それに基づき、「第４次にかほ市男女共

同参画計画　－ひとりひとりが幸せな社会

のために－」を策定しています。

詳細は下記ＱＲコード

より確認ください。
　男女共同参画推進月間中、市内図書館（図

書館こぴあ、仁賀保分館、象潟分館）では、関

連図書を集めた特設コーナーを設置します。

各館選りすぐりのお薦め本から、お気に入り

の一冊を探してください。
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※写真は昨年度のものです。
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